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研究成果の概要（和文）：聴覚過敏性の高い自閉スペクトラムの子どもにとっては学校などでの一般的な日常生
活においても負担が大きい可能性が考えられた。一方で、生徒の自覚的なうつ症状の程度は、友人関係や学級に
対する意欲や被侵害（不適応感やいじめ、ひやかしなどを受けていると感じる程度）の変動に伴い変動した。そ
のため、それぞれの子どもの聴覚過敏特性を把握した上で、うつ症状の程度や室内の音環境レベルを定期的にモ
ニタリングすることで、子どもの特性に応じた合理的な配慮につながる可能性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：The acoustic environment of daily activity in classrooms might be 
intolerable for children with auditory hyper-sensitivity, thus it may affect these children’s 
mental health. This is important as depressive symptoms in children are reduced when their 
motivation to enjoy friendship or participate in the class increases, and when feelings of being 
violated (that can result from being bullied, teased or due to maladaptation) are diminished. Given 
this, regular monitoring of depressive symptoms and the acoustic environment, while gaining a deeper
 understanding of auditory information processing of each child, may facilitate an enhanced 
environment for them in the classroom.
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１．研究開始当初の背景 
不登校・いじめなどの児童の不適応的な行
動上の問題は依然大幅な減少傾向は認めら
れず、学校メンタルヘルスにおいて喫緊の課
題の一つである。たとえば、不登校は、中学
入学頃増加し、一度欠席状態が長期化すれば
回復困難で、欠席状態が長期化する前の未然
の対応が重要であると考えられる。 
自閉症スペクトラム障害(Autism Spectrum 
Disorders: ASD)は、3歳以前に症状形成され、
社会的コミュニケーションの障害、反復的・
常同的行動を伴う想像力の障害を伴う発達
障害の一群である。ASD では、感覚情報処理
の非定型性（過敏・鈍麻など）も指摘されて
おり、中でも聴覚情報処理の非定型性は最も
頻度が多く、ASD の社会適応に大きく影響す
る。ASD 児では、友達関係構築や相互コミュ
ニケーションの困難さなど重なり、不登校に
なる例は少なくないと考えられているが、低
次の感覚情報処理特性と不適応的な行動上
の問題との関連は、よく知られていない。 
研究代表者らは、ASD 児では、定型発達
(typical development: TD)児に比べ、65～
85 dB の日常生活で頻繁に遭遇する程度の強
さの聴覚刺激における聴覚性驚愕反応
(acoustic startle response: ASR)が亢進し
ていることを報告した。学校環境衛生基準で
は、1975 年の全国調査による教師の声の平均
音圧 64 dB（最頻値 65dB）をもとに教室内の
等価騒音レベルを規定しているが、聴覚過敏
を有する児童では、教室内の聴覚環境（音環
境）に伴い精神不調をもたらす可能性が考え
られる。しかし、聴覚情報処理特性と音環境
の変化が、聴覚過敏傾向の強い生徒の学校メ
ンタルヘルスにどのような影響を及ぼすか
については、よく知られていない。 
連携研究者の長尾は、三重県医師会・学校
メンタルヘルス分科会会長として三重県教
育委員会と協力して学校メンタルヘルス推
進事業を継続し、不登校生徒数減少など学校
メンタルヘルス改善に貢献してきた。そこで
得られた質問紙調査データの一部を用いた
予備的検討では、児童の不適応的な行動上の
問題のうち、不登校は身体症状と、暴力行為
は学習意欲や周囲からの承認と関連すると
いう結果を得た。児童の様々な不適応的な行
動上の問題に関連の強いメンタルヘルス項
目を同定し、これらの項目と音環境の変化と
の関連を聴覚情報処理特性ごとに同定でき
れば、児童の特性に応じた適切な学校環境調
整の実施につながると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、児童の不適応的な行動上
の問題と関連の強いメンタルヘルス項目を
同定し、ASD 児や TD 児においてこれらの項目
と音環境を連続調査することで、児童の聴覚
情報処理特性に応じて高い学校メンタルヘ
ルスにつながる最適な音環境の同定を行う
ことを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究では、まず実生活における音環境評
価のために、ウエアラブル音環境センサーを
用いた予備実験を行った。ウエアラブル音環
境センサーによる測定に関しては、センサー
の装着部位や方向などに大きく影響を受け
測定が不安定になる頻度が多いことがわか
った。そのため、個々の子どもが過ごす環境
の音の連続調査を実施する場合、ウエアラブ
ルでなく、音計測機器を子どもが主に過ごす
室内に固定させて評価した方が正確で安定
したデータが得られると考え、研究代表者ら
が過疎地・離島支援の一環として関わってい
る東京都大島町において、騒音計を用いて教
室の音環境調査を連続調査した。 
連携研究者の長尾は、学校メンタルヘルス
事業で蓄積した調査から、様々な自記式質問
紙の質問項目を縦断的に評価することで、児
童の不適応的な行動上の問題との関連が強
いメンタルヘルスの指標について検討した。 
さらに、音環境あるいは聴覚情報処理特性
に関連して、時系列的に子どもの状態を連続
評価可能な指標を同定するために、ウエアラ
ブルの腕時計型身体加速度センサーを用い
て実生活における身体活動動態を、研究代表
者らの研究グループの研究協力者のうち既
に実験室における神経生理学的検査で聴覚
情報処理特性や臨床特性の評価データのあ
る小学校高学年～中学生の ASD 児 14 名なら
びに TD 児 13 名を対象に、１週間程度連続測
定した。測定期間中に自閉症特性や情緒（不
安や抑うつ気分）・行動上の問題などのメン
タルヘルスに関する質問紙を実施すること
で、メンタルヘルス指標や神経生理学的指標
（ASR の閾値・潜時・馴化・感覚運動ゲーテ
ィングなど）と関連の強い身体活動動態の指
標について検討した。 
 
４．研究成果 
 自記式質問紙を用いて行った縦断的な生
徒のメンタルヘルス調査から、友人関係や学
級に対する意欲や被侵害（不適応感やいじめ、
冷やかしなどを受けていると感じる程度）は、
生徒の自覚的なうつ症状の程度と関連して
変動する結果が得られた。 
ウエアラブル身体加速度センサーを用い
た身体活動動態の解析によると、TD 児に比し
ASD 児では、終日の身体活動量が有意に負の
歪度を示し、日中の身体活動量も負の歪度も
示す傾向にあった。prepulse inhibition 
(PPI)で評価される感覚運動ゲーティングに
関わるASRの制御機構は、全被験者において、
終日の活動量の平均と負の歪度、および入眠
潜時と有意な相関を示した。一方、65dB の比
較的弱い刺激に対する ASR の大きさは、覚醒
時の活動量の平均と負の歪度と有意な相関
を示した。ASR を用いて評価した ASD 児の聴
覚過敏性は、覚醒時の高い活動性と散発的な
活動低下という特徴と関連することが示唆



され、PPI は終日のこれらの指標に加え入眠
潜時とも関連が考えられた。PPI は精神障害
や児童の情緒・行動上の問題と関連すること
も知られており、ウエアラブル身体加速度セ
ンサーを用いて評価した身体活動動態とい
う客観的・定量的指標を評価することで、ASD
や併存障害にかかわる指標を評価できる可
能性が考えられた。 
騒音計を用いた教室の音環境調査による
と、大島町のような音環境的に比較的静かな
ところでも、生徒の活動中は、授業中は概ね
65‐80 dB 程度で、活動内容によっては、80
～90 dB 程度に増大することがわかった。TD
の子どもでは 80dB 程度の音圧で ASR を認め
るのに対し、聴覚過敏を有する ASD では 65dB
程度の音圧でも聴覚性瞬目反射を認め、不快
に感じることが知られており、聴覚過敏性の
高い生徒にとっては日常的に負担が大きい
可能性が考えられた。 
生徒の聴覚過敏特性に関連する指標を把
握した上で、生徒のうつ症状の程度や身体活
動動態、室内の音環境レベルを定期的にモニ
タリングすることで、生徒の特性に応じた合
理的な配慮につながる可能性が考えられた。
本研究課題の方法論は、児童だけでなく、成
人にも応用可能であるため、今後、音環境や
身体活動動態に関連するセンサー開発が進
み成人にける生活支援や就労支援などにも
応用されることが期待される。 
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